
理科  小学校第４学年カリキュラム      
 

月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

４ １あたたかくなると 

(1)動物の活動の様子を調

べよう 

(2)植物の成長の様子を調

べよう 

(3)記録を整理しよう 

 

Ｂ（２） 

アイ 

ア 

 

イ 

 

 

４ 

 

２ 

 

１ 

観測結果を表などにまとめ傾

向を明らかにさせる。結果から

なにがわかるか考察を自分のこ

とばで表現させる。 

小学校第３学年 

「しぜんたんけんをしよう」     

「チョウをそだてよう」 

「こん虫をしらべよう」 

・卵から成虫までの成長変化と

その記録 

モンシロチョウ・トンボ・バ

ッタ 

・昆虫とそれらの食べ物やすみ

かの関係 

「しぜんたんけんをしよう」 

植物をそだてよう 

植物のからだをしらべよう 

花と実をしらべよう 

・植物の花と実の観察・記録 

夏生一年生双子葉植物 

 

○動植物のようすは変化すること

を想起させ、その違いの要因は

季節・気温ではないかと予想が

立てられるようにする。 

○第５学年で発芽の条件を扱うた

め、観察は種子から行うように

する。 

○植物の観察については、同地点

で同一の対象を定期的に観察す

るようにする。 

 

小学校第５学年 

「植物の発芽と成長」 

「花から実へ」 

・種子の養分（でんぷん）を

もとに発芽 

・発芽には水・空気・温度が

関係 

・成長に日光や肥料などが関

係 

・おしべ・めしべ・がく・花

びら・受粉（昆虫との関係） 

「生命のたんじょう(魚)」 

「生命のたんじょう(人)」 

・魚の雌雄 

・魚は小さな生物を食べ物に

している 

・人は母体内で成長し誕生 

 

５ ２天気のようすと気温 

(1)経験にもとづく天気と

気温の関係の話し合い 

１日の気温の変化 

(2)晴れた日とくもりや雨

の日との気温変化の違

いの記録 

(3)天気による１日の気温

変化についてのまとめ 

水の自然蒸発と結露 

Ｂ（３） 

ア 

 

 

 
 

 

１ 

 

 

３ 

 

 

１ 

 小学校第３学年 

「日なたと日かげをくらべよ

う」 

・地面は太陽によって暖められ

日なたと日陰では地面の暖

かさや湿り気に違いがある。 

・温度計の使い方 

 

 

○第５学年での天気の様子の学習

につなげるために、蒸発と結露

についておさえ、雲は水や氷の

粒でできていることをおさえ

る。 

 

 

 

 

 

小学校第５学年 

「天気と気温の変化」 

「台風と天気の変化」 

・雲と天気の変化の関係 

・天気の変化の予想 

「流れる水のはたらき」 

・雨の降り方と増水 

 

 

３電気のはたらき 

(1)自動車を走らせよ    

 う 

(2)自動車をはやく走らせ

よう 

(3)光電池のはたらきを調

べよう 

Ａ（３） 

ア 

 

ア 

 

ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４ 

 

４（５） 

 

５（６） 

乾電池の数と電流の関係を類

推し、速く走る自動車にするに

はどうしたらよいかを考え、実

験より自分の考えを検証する。 

 

 

小学校第３学年 

○明かりをつけよう 

・明かりがつくつなぎ方と電気

の通り道 

・回路にいろいろなものをつな

いで、電気を通すものを見分

ける。 

・金属は電気を通す 

・スイッチの仕組み 

 

 

小学校第５学年 

「電流のはたらき」 

・電磁石と棒磁石の違い 

・電磁石に電流を流し、電磁

石の性質を調べる 

・電磁石のはたらきを大きく

する方法 

・エナメル線、コイル、モー

ターの仕組み 

 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

４動物のからだのつくり

と運動 

(1)人のからだの動き方に

ついて話し合い、うでや

あしの骨と筋肉につい

て調べる。 

(2)人のからだの全身の骨

と筋肉について調べ、動

き方についてまとめる。 

(3)動物のからだのつくり

と動き方について調べ、人

と似ている点や異なる点

について話し合う。 

Ｂ（１） 

 

アイ 

 

 

 

アイ 

 

 

アイ 

 

 

１ 

 

 

 

４ 

 

 

２ 

 小学校第３学年 

「こん虫をしらべよう」 

・昆虫のからだは「頭」「胸」「腹」

に分かれている。 

・頭には目や触角、口がある。 

・「胸」に３対６本の足がある。 

・はねのついているものがあ

る。 

・腹はいくつかの節からできて

いる。 

「植物のからだをしらべよう」 

・植物の体は根、茎、葉からで

きている。 

○人の体には骨と筋肉があるこ

と、人が体を動かすことができ

るのは、骨、筋肉のはたらきに

よるものであることをおさえ

る。 

○適宜映像や模型を活用して人の

体のつくりと運動とのかかわり

についてとらえることができる

ようにする。 

 

 

 

小学校第６学年 

「動物のからだのはたらき」 

・酸素が取り入れられ二酸化

炭素が出される。 

・食べ物は消化、吸収され、

吸収されなかった物は排出

される。 

・血液は心臓の働きで体内を

巡り､養分､酸素二酸化炭素

などを運ぶ。 

「植物のからだのはたらき」 

・植物の葉に日光が当たりで

んぷんができる。 

・根、茎、葉には水の通り道

があり、主に葉から蒸散し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

３暑くなると 

(1)動物の活動の様子を調

べよう 

(2)植物の生長の様子を調

べよう 

(3)春と夏の記録を比べよ

う 

Ｂ（２） 

ア 

 

イ 

 

アイ 

 

３ 

 

２ 

 

１ 

 小学校第３学年 

「しぜんたんけんをしよう」 

「チョウをそだてよう」 

「こん虫をしらべよう」 

・卵から成虫までの成長変化と

その記録 

モンシロチョウ・トンボ・バ

ッタ 

・昆虫とそれらの食べ物やすみ

かの関係 

「しぜんたんけんをしよう」 

「植物をそだてよう」 

「植物のからだをしらべよう」 

「花と実をしらべよう」 

・植物の花と実の観察・記録 

○春に観察したときのようすや気

温を確認し、比べられるように

する。 

○植物については特に、気温が上

がると成長が顕著になることを

おさえる。 

○また逆に時期を外れて発芽した

植物などは成長が遅いことを秋

に確認することもよい。 

○動物には活動に適した季節があ

り、産卵や巣立ち、などの違い

をとらえられるようにする。 

○５年生の受粉の学習につなげら

れるようヘチマについてはおし

べとめしべの形の違いをおさえ

るようにする。 

小学校第５学年 

「植物の発芽と成長」 

「花から実へ」 

・種子の養分（でんぷん）を

もとに発芽 

・発芽には水・空気・温度が

関係 

・成長に日光や肥料などが関

係 

・おしべ・めしべ・がく・花

びら・受粉（昆虫との関係） 

「生命のたんじょう(魚)」 

「生命のたんじょう(人)」 

・魚の雌雄 

・魚は小さな生物を食べ物に

している。 

 

夏の星 

(1)夏の星座について話し

合い、星の明るさや色に

ついてまとめる。 

Ｂ 

（４） 

イ 

 

 

２ 

 

 小学校第３学年 

「日なたと日かげをくらべよ

う」 

・日陰の位置と太陽の動き 

・方位（東西南北）で空間をと

らえる 

 

○実際に星を観察する機会を通

し、天体の美しさを感じとる体

験の充実を図る。 

小学校第６学年 

「太陽と月の形」 

・月の輝いている側に太陽が

ある。 

・月の形の見え方は、太陽と

月の位置関係により変わ

る。 

・ 月の表面の様子は太陽と

違う。 

 

 

 

 

 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

 

 

 

 

９ 

６月の動き 

(1)今までに見たことのあ

る月について話し合う。 

 月の観察の方法を知り、

半月の動きを観察・記録

する。 

(2)半月の動きをまとめ

る。 

 数日後の満月の動きを

観察・記録する。 

(3)月は東から西へたえず

動いているように見え

ることをまとめる。 

 

Ｂ 

（４） 

ア 

 

 

２ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

１ 

 

 

 小学校第３学年 

「日なたと日かげをくらべよ

う」 

・日陰の位置と太陽の動き 

・方位（東西南北）で空間をと

らえる。 

 

○地球から見た月は、太陽のよう

に東から昇り、南の空を通って

西の方に沈むように見えること

をおさえる。 

○月は三日月や満月など日によっ

て形が変わって見えることをお

さえる。 

○月の位置を木や建物など地上の

ものを目印に観察したり、方位

で表したりして、月の位置が時

間の経過に伴って変わることを

とらえられるようにする。 

小学校第６学年 

「太陽と月の形」 

・月の輝いている側に太陽が

ある。 

・月の形の見え方は、太陽と

月の位置関係により変わ

る。 

・月の表面の様子は太陽と違

う。 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７すずしくなると 

(1)このごろの動植物のよ

うすの話し合い 

 校庭や野原などの動物

の観察・記録 

(2)ヘチマやヒマワリの観

察・記録と育ち方と気温

の関係 

(3)ヘチマは枯れても種を

つくって生命をつなぐ

こと 

 ヘチマとサクラのよう

すを比べながら観察す

る。 

(4)これまでの記録をまと

め、これからの変化を予

想し、話し合う。 

 

Ｂ（２） 

アイ 

 

 

 

イ 

 

 

イ 

 

 

 

 

 

アイ 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

１ 

 小学校第３学年 

「しぜんたんけんをしよう」 

「チョウをそだてよう」 

「こん虫をしらべよう」 

・卵から成虫までの成長変化と

その記録 

・モンシロチョウ・トンボ・バ

ッタ 

・昆虫とそれらの食べ物やすみ

かの関係 

「しぜんたんけんをしよう」 

「植物をそだてよう」 

「植物のからだをしらべよう」 

「花と実をしらべよう」 

・植物の花と実の観察・記録 

夏生一年生双子葉植物 

・色、形、大きさなど固有の形

態があること 

・植物と昆虫の関わり 

○すずしくなり、植物に実がなっ

たり、昆虫が産卵したりするよ

うすを観察しながら、これまで

の記録と併せて、これからどう

なっていくかを予想できるよう

にする。 

○色が変わったヘチマから種を取

り出し、春に観察した種と同じ

ものであることを確認する。 

○さむくなるとで茎、葉、根がす

べてかれることを確認するので

抜いてしまわない。 

小学校第５学年 

「植物の発芽と成長」 

「花から実へ」 

・種子の養分（でんぷん）を

もとに発芽 

・発芽には水・空気・温度が

関係 

・成長に日光や肥料などが関

係 

・おしべ・めしべ・がく・花

びら・受粉（昆虫との関係） 

「生命のたんじょう(魚)」 

「生命のたんじょう(人)」 

・魚の雌雄 

・魚は小さな生物を食べ物に

している。 

・人は母体内で成長し誕生（受

精に至る過程は取り扱わな

い） 

 

９ものの体積と力 
(1)空気を入れた袋や入れ物

を圧し手応えを調べる。 

(2)空気でっぽうをつく

り、玉をとばす。 

(3)注射器に閉じこめた空

気を圧して、体積と手応

えの変化を調べる。 

(4)注射器に閉じこめた水

を圧して、体積の変化を

調べ、空気と水の性質の

違いをまとめる。 

 

 

Ａ（１） 

ア 

 

ア 

 

ア 

 

 

 

イ 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

１ 

 

 

 

１ 

 

 

粒子の存在のカテゴリーでは

ないが中学校第１学年の圧力の

学習とも深い関係があることを

意識しながら指導する。 

 

 

 

 

 

 

○空気や水を閉じこめることによ

り、その存在を確かに感じられ

るようにする。 

○空気でっぽうや水でっぽうの経

験から空気と水の性質の違いを

予想できるようにする。 

○粒子の存在のカテゴリーではな

いが中学校第１学年の圧力（水

圧、浮力を含む）の学習とも深

い関係があることを意識しなが

ら指導する。 

小学校第６学年 

「ものの燃え方と空気」 

・植物体が燃えるときには、

空気中の酸素が使われて二

酸化炭素ができる。 

 

 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

１１ ８ものの体積と温度 

(1)空気をあたためたり冷

やしたりして体積の変

化を調べる。 

(2)水をあたためたり冷や

したりして体積の変化

を調べる。 

(3)金属をあたためたり冷

やしたりして体積の変

化を調べる。 

(4)温度によるもののかさ

の変化についてまとめ

る。 

Ａ（２） 

ア 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

１ 

 

空気をあたためたときの体積

変化を見た目で確かめられるよ

う工夫して示し、水や金属の場

合と比べて変化の程度が大きい

ことがわかるようにする。 

 

 ○母体内での子どもの成長過程を

調べ、変化の特徴をとらえる。 

 

○魚の誕生と人の誕生の相違点を

考えさせ、中学校で学習する「生

物の変遷と進化」への伏線とす

る。（人が卵細胞から成長する過

程で、最初のほうに魚のような

体様をとることがあることな

ど） 

中学校第１学年 

「物質のすがた」 

・密度や加熱時の変化には物

質固有の性質、共通の性質 

・状態変化によって物質の体

積は変化するが質量は変化

しない。 

・物質は融点や沸点を境に状

態が変化する。 

・沸点の違いによって物質の

分離ができる。 

粒子のモデル 

融点、沸点によって物質の

特定ができる。 

 

 

１２ 1０水のすがたとゆくえ 

(1)水を加熱した時のゆげ

やあわを観察し、変化を

まとめる。 

(2)水が沸騰するときの温

度を調べる。 

(3)水が空気中に出ていく

現象について考え、まと

める。 

 空気中の水蒸気は水に

もどることを調べる。 

(4)水が氷になるときの温

度と体積の変化を調べ

る。 

(5)水のすがたの変化につ

いてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

（２） 

ウ 

 

 

４ 

 

 

２ 

 

４ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

○沸騰中に出てくる泡は空気では

なく水蒸気であることを、泡を

集める実験で確かめ、沸騰の意

味を理解させる。 

○水は地面からだけではなく生物

からも常に空気中に出されてい

ることを知り、水の循環のイメ

ージを膨らませる。 

○水の状態が変化するのは温度が

関係することを予想する。 

○状態が変わる様子をグラフ化し

視覚化することで、その変化か

ら読み取れることが何かを大切

にする。 

○水が蒸発して空気中に水蒸気と

して含まれていることを実験で

確かめ、水の状態変化と温度と

の関係を見いださせる。 

中学校第１学年 

「物質のすがた」 

・密度や加熱時の変化には物

質固有の性質、共通の性質 

・状態変化によって物質の体

積は変化するが質量は変化

しない。 

・物質は融点や沸点を境に状

態が変化する。 

・沸点の違いによって物質の

分離ができる。 

粒子のモデル 

融点、沸点によって物質の

特定ができる。 

 

 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

 

 

 

 

１ 

 

1１寒くなると 

(1)このごろの動植物のよ

うすを話し合い、校庭や

野原の動物のようすを

観察・記録する。 

(2)サクラの枝を観察し

て、枝先のようすなどか

ら、かれたヘチマのよう

すとの違いを調べる。 

(3)これまでの記録をまと

め、観察してきた動植物の

これからの変化を予想し

て話し合う。 

 

 

Ｂ（２） 

アイ 

 

 

 

イ 

 

 

 

アイ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

教科書に示されている、 

① 乾電池の数（電流の強さ） 

②導線の巻き数 以外の導線の

太さや鉄芯以外の金属につい

ても考えさせる。また、調べ

る方法も考えさせ、予想を立

てさせる。実験を行わせ、発

表をさせる。 

小学校第３学年 

「しぜんたんけんをしよう」 

「チョウをそだてよう」 

「こん虫をしらべよう」 

・卵から成虫までの成長変化と

その記録 

「しぜんたんけんをしよう」 

「植物をそだてよう」 

「植物のからだをしらべよう」 

「花と実をしらべよう」 

・植物の花と実の観察・記録 

夏生一年生双子葉植物 

 

 

○昆虫などの動物には、卵やさな

ぎ、成虫などいろいろなすがた

で冬をこすものがあること、植

物には、ヘチマのように種をつ

くってかれ、種で冬をこすもの

や、サクラのように枝に芽をつ

けて、個体は生きて冬をこすも

のがあり、いろいろなすがたで

寒い冬をこして生命を伝えてい

るという見方や考え方ができる

ようにする。 

 

小学校第５学年 

「植物の発芽と成長」 

「花から実へ」 

・種子の養分（でんぷん）を

もとに発芽 

・発芽には水・空気・温度が

関係 

・成長に日光や肥料などが関

係 

・おしべ・めしべ・がく・花

びら・受粉（昆虫との関係） 

「生命のたんじょう(魚)」 

「生命のたんじょう(人)」 

・魚の雌雄 

・魚は小さな生物を食べ物に

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○冬の星 

(1)冬の星座について話し

合い、オリオン座の観察

を行う。 

 

 

Ｂ（４） 

ウ 

 

２ 

 小学校第３学年 

「日なたと日かげをくらべよ

う」 

・日陰の位置と太陽の動 

 き 

・方位（東西南北）で空間をと

らえる 

 

○季節が変わり、見える星や星座

が変わっても、星には明るさや

色に違いがあること、時間の経

過とともにその位置が変わって

も並び方は変わらないことを再

度おさえる。 

○冬の星や星座は１年で最も美し

く輝いており、天体の美しさを

感じるには絶好の季節である。

さらに天体に対しての興味・関

心が広げられるようにする。 

 

小学校第６学年 

「太陽と月の形」 

・月の輝いている側に太陽が

ある 

・月の形の見え方は、太陽と

月の位置関係により変わる 

・月の表面の様子は太陽と違

う 

 

 

 

 

 

１２もののあたたまりかた 

(1)金属のあたたまりかた

についての簡単な実験

を行い、金属はどのよう

にあたたまるかを考え、

実験する。 

(2)水や空気はどのように

あたたまるかを考え、実

験する。 

(3)もののあたたまりかた

についてまとめる。 

 

 

 

 

Ａ（２） 

イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

１ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○あたたまるようすをロウの溶け

方や煙などの動きから、見た目

で確かめられるようにする。 

○直接目で確かめられないような

対流現象のようなものも工夫次

第で見えるようになる実験方法

を経験させる。 

 

 

 

 

 

 

中学校第１学年 

「物質のすがた」 

・密度や加熱時の変化には物

質固有の性質、共通の性質 

・状態変化によって物質の体

積は変化するが質量は変化

しない。 

・物質は融点や沸点を境に状

態が変化する 

・沸点の違いによって物質の

分離ができる。 

粒子のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



月 単元・指導内容 
学習指導 

要領の内容 
時数 重点化の理由 下学年等での既習事項 円滑な接続への留意事項 上学年等での学習事項 

備  考 

■実践例、◆課題 

 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1３生き物の１年をふりか

えって 

(1)このごろの動植物のよ

うすについて話し合い、

校庭や野原の動物のよ

うすを観察・記録する。 

(2)１年間の生き物の観察

記録を整理して、生き物

と気温との関係につい

てまとめる。 

 

 

Ａ 

（２） 

ウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

４ 

 

 小学校第３学年 

「しぜんたんけんをしよう」 

「チョウをそだてよう」 

「こん虫をしらべよう」 

・卵から成虫までの成長変化と

その記録 

・昆虫とそれらの食べ物やすみ

かの関係 

「しぜんたんけんをしよう」 

「植物をそだてよう」 

「植物のからだをしらべよう」 

「花と実をしらべよう」 

・植物の花と実の観察・記録 

 

 

 

○春が近づいて冬のころよりも昆

虫などの動物が活動を始め、冬

のころよりも多く見られるよう

になるという見方や考え方がで

きるようにする。 

○季節の変化を感じとることので

きる自然が自分の身近にもつこ

とができる大切さを感じられる

ようにし、自然に対する親しみ

を深め、環境保全の意識に結び

つくようにする 

中学校第１学年 

「物質のすがた」 

・密度や加熱時の変化には物

質固有の性質、共通の性質 

・状態変化によって物質の体

積は変化するが質量は変化

しない。 

・物質は融点や沸点を境に状

態が変化する 

・沸点の違いによって物質の

分離ができる。 

粒子のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合計  １０５      

  


